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■工事名称：（仮称）日本橋久松町ＮＫビル新築工事
■工事場所：東京都中央区日本橋久松町―１外５筆
■発　注　者：ＪＲ西日本不動産開発
■設計監理：ＩＮＡ新建築研究所
■施　　工：村本建設東京支店
■敷地面積：．㎡
■建築面積：．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：Ｓ造
■階　　数：地下１階地上階
■工　　期：年５月日～年３月１日

写真提供：村本建設

■歴史と伝統が受け継がれる街〝日本橋〟
　計画地周辺は多くの路線が交差する利便性の良いエリア
で、近隣には水天宮や人形町が存在し、神田祭が開催され
る下町情緒あふれる街並みが広がっている。
　少し足を延ばせば日本橋・銀座エリアを散策することも
可能で、この近辺では最新オフィスビルと伝統的建築物が
混在し、多くの外国人観光客であふれる魅力あるエリアが
広がっている。
　開発が進み街並みから伝統が失われていく昨今、江戸か
ら令和という幾多の時代を通じた多様な文化が残り、独特
の雰囲気を有する日本橋の特徴を、外装デザインをはじめ
建物全体に表現することをコンセプトとして計画をスター
トさせた。

■機能・安全面に配慮した配置計画
　当建物は地上階、地下１階の複合建築物で、下層階に
店舗（スーパーマーケット）、上層階に共同住宅を配置し、
地下には機械式駐車場を設置している。
　にぎやかさが求められる店舗出入り口を北東に面する通
りに、静謐（せいひつ）さが求められる共同住宅入り口は
南側の通りに配置。駐車場出入り口や店舗の搬入口は北東
側に計画した。各用途の特性による明確な区分を、安全面
の確保と上下階にスムーズに連絡できる計画としている。

■近代的×現代的デザインの融合による象徴性
　計画地は地区計画の指定により、高さ制限・壁面線位置
の指定が定められている地域で、周辺には均質なボリュー
ムの建物が並んでいる。当計画は街並みとの調和を図りな
がらも、特徴ある外装材を採用することで建物にアクセン
トを加え、周辺建物との差別化を図った。日本橋地区特有
の特徴のひとつである、多様な時代のデザインが融合する
建物とした。
・伝統文様を表面に施したＡＬＣパネルを採用し、外観の
アクセントとした。
・幕板や胴差しなどの部位に、近代的装飾を施した。
・ガラス・ルーバーを採用し、伝統・近代的デザインと対
比させて新旧のコントラストを表現した。
　最後に当計画が無事竣工を迎えられたことに、事業主、
工事関係者を始めとした多くの方々の理解と協力を得られ
たことに対して感謝しお礼を述べたい。
　ＩＮＡ新建築研究所

建築設計部プロジェクトマネージャー　山田信吾

エレベーターホール

エントランスホール
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　ＪＲ西日本不動産開発が東京都中央区日本橋久松町
で開発を進めてきました「日本橋久松町ＮＫビル」が
完成しました。当社のコーポレートスローガンでもあ
る「駅、まち、暮らしのとなりに」を開発コンセプト
に、歴史ある地区で暮らす地域の方々の生活に寄り添
う店舗と共同住宅（ビエラコート日本橋久松町）が併
設した施設づくりを行いました。

　建物が立地するのは、鉄道へのアクセスが良く、八
重洲、大手町、日本橋などオフィスエリアへの通勤利
便性が高いエリアです。中央区立久松小学校の目前で、
単身者層だけでなく、ファミリー層にも評価いただけ
るポテンシャルがある場所でもあります。こうした特
性を生かし、コンパクトな間取りからファミリー向け
の間取りまで多様な住戸タイプを用意しました。スー

パーマーケットが少ないエリアに、オーケー（横浜市
西区、二宮涼太郎社長）が運営するディスカウント・
スーパーマーケットを誘致し、高品質で低価格な商品
を地域の皆さまに提供いただきます。
　当社は引き続き、西日本エリアの沿線のみならず、
エリア外の成長市場に積極的に進出し、「住みたい、
訪れたい」まちづくりを通じ、さらなる地域の発展に

貢献してまいります。
　今回の開発で設計を担当したＩＮＡ新建築研究所に
は、住戸と店舗を両立するうえで利用しやすいプラン
を実現いただき、施工の村本建設には、各種制約下で
も無事故で工事を完成させていただき開業を迎えるこ
とができました。両社の多大なるご尽力に感謝いたし
ます。
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